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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

　

回次
第132期
第１四半期
累計(会計)期間

第133期
第１四半期
累計(会計)期間

第132期

会計期間

自　平成20年
　　12月1日
至　平成21年
　　2月28日

自　平成21年
　　12月1日
至　平成22年
　　2月28日

自　平成20年
　　12月1日
至　平成21年
　　11月30日

売上高 (千円) 1,317,9901,319,3935,634,960

経常利益又は経常損失
（△）

(千円) △ 38,028△ 24,329 87,811

当期純利益又は四半期
純損失（△）

(千円) △ 53,260△ 19,741 5,332

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) - - -

資本金 (千円) 3,455,0003,455,0003,455,000

発行済株式総数 (千株) 5,856 5,856 5,856

純資産額 (千円) 8,085,0258,094,6748,141,509

総資産額 (千円) 11,612,34811,397,54711,650,409

１株当たり純資産額 (円) 1,389.951,392.131,400.16

１株当たり当期純利益
又は１株当たり四半期
純損失（△）

(円) △ 9.16 △ 3.40 0.92

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) - - -

１株当たり配当額 (円) - - 5.00

自己資本比率 (％) 69.6 71.0 69.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △ 234,172△ 184,372421,394

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △ 79,455△ 19,195△ 161,246

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △ 21,100 91,217△ 306,976

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 384,033 559,582 671,933

従業員数 (名) 175 180 180
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（注）1 売上高には、消費税及び地方消費税は含まれておりません。

　　　2 潜在株式がないため、潜在株式調整後1株当たり四半期（当期）純利益の記載は行っておりません。

　　　3 四半期連結財務諸表を作成していないため、連結会計年度に係る主要な経営指標等の記載は行っておりませ

　　　　ん。

　　　4 持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため、該当事項はありません。

　　　5 従業員数は就業人員数を表示しております。

　

２ 【事業の内容】

当第1四半期会計期間において、当社が営む事業内容について、重要な変更はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

該当事項はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

　 平成22年2月28日現在

従業員数(名) 180（131）

（注）1　従業員数は就業人員であります。　

　　　2　従業員数欄の（　）内の数字は、外数で臨時従業員の当第1四半期会計期間の平均雇用人員であります。　
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 販売実績

科目

当第1四半期会計期間
(平成21年12月１日
～平成22年2月28日)

(千円)

前年同四半期比
(％)

ホテル料理売上 379,700 95.6

ホテル酒飲料売上 109,358 97.4

ホテル宿泊料収入 218,488 95.0

ホテルサービス料収入 73,700 95.9

ホテルその他収入 468,262 105.4

小計 1,249,510 99.1

髙島屋横浜店　ル　グラン 40,320 147.1

そごう横浜店　バー　シーガーディアンⅢ 15,346 97.1

グランドアネックス水町 14,215 100.4

計 1,319,393 100.1

(注) １　上記の金額には消費税及び地方消費税は含まれておりません。
２　[ホテルその他収入]の主なものは宴会附帯売上、売店売上、駐車場収入等であります。

３　髙島屋ホテルニューグランド　ザ・カフェは平成21年5月より髙島屋横浜店　ル　グランに変わり、新規営業を開

始いたしました。

　

料金（消費税及び地方消費税・サービス料を含みません）
　　ホテル
　　　宿泊料金

　　　　１人室　　　　　12,000円～ 22,000円

　　　　２人室　　　　　28,000円～ 36,000円

　　　　特別室　　　　　90,000円～250,000円

　　　食事料金

　　　　朝　食　　　　　　　　1,600円より

　　　　昼　食　　　　　　　　5,000円より

　　　　夕　食　　　　　　　 10,000円より

　　　宴会                    8,000円より

　　髙島屋横浜店　ル　グラン

　　　食事料金　　　　　　　　1,500円より

　　そごう横浜店　バー　シーガーディアンⅢ

　　　食事料金　　　　　　　　1,000円より

　

(2) 飲食材料需給状況

摘要
期首在庫高
(千円)

当期入手高
(千円)

当期使用高
(千円)

期末在庫高
(千円)

当第1四半期会計期間
(平成21年12月１日
～平成22年2月28日)

食料品 11,955 104,160 105,616 10,500

酒飲料品 22,288 24,118 23,188 23,218

(注) 上記の金額には、消費税及び地方消費税は含まれておりません。
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２ 【事業等のリスク】

当第1四半期会計期間において、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある財政状態、経営成績及

びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリ

スク」について重要な変更はありません。

　

　

３ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）経営成績の分析

当第1四半期会計期間におけるわが国の経済は、中国などの新興国への輸出が好調に推移したことや、政

府の緊急経済対策の効果により一部の業種で持ち直しの兆しが見えるものの、デフレの影響により個人消

費や所得環境、雇用情勢は引続き厳しい状況で推移し、未だ回復への道は険しい状況にあります。 

　このような状況のもと、当第1四半期会計期間の売上高は、1,319,393千円（前年同四半期比0.1％増）とな

りました。 

　部門別の売上高は、宿泊部門266,053千円（前年同四半期比4.0％減）、レストラン部門362,837千円（前年

同四半期比4.7％増）、宴会部門569,260千円（前年同四半期比4.1％減）となりました。 

　販売費及び一般管理費は895,246千円（前年同四半期比3.1％減）となり、営業損益は22,075千円（前年同

四半期比13,271千円損失改善）の営業損失、経常損益は24,329千円（前年同四半期比13,698千円損失改

善）の経常損失となりました。 

　この結果、第1四半期会計期間の四半期純損益は19,741千円（前年同四半期比33,518千円損失改善）の四

半期純損失となりました。 

　なお、当社が営むホテル業は、第4四半期に宴会（婚礼）需要が強く、売上高が多く計上される傾向があり

ます。 

 

（2）財政状態の分析

（資産）

        資産合計は11,397,547千円（前事業年度末比252,862千円減）となりました。 

　　　主な要因は現金及び預金112,350千円の減少や、有形固定資産102,341千円の減少でありま 

　　　す。 

　（負債）

        負債合計は3,302,872千円（前事業年度末比206,027千円減）となりました。 

　　　主な要因は買掛金133,577千円の減少や、前受金59,616千円の減少及び未払賞与45,600千円の 

　　　減少などであります。 

　（純資産）

        純資産合計は8,094,674千円（前事業年度末比46,834千円減）となりました。 

　　　主な要因は利益剰余金48,815千円の減少によるものであります。 
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（3）キャッシュ・フローの状況

当第1四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べ

112,350千円減少し、559,582千円となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

　営業収入が70,921千円減少したものの、その他の営業支出が60,058千円減少したことや、法人税等の支払

額が56,216千円減少したことなどにより、営業活動によるキャッシュ・フローは前年同四半期と比べて支

出が49,799千円減少し、184,372千円の支出となりました。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

　有形固定資産の取得による支出が60,259千円減少したことにより、投資活動によるキャッシュ・フローは

前年同四半期と比べて支出が60,259千円減少し、19,195千円の支出となりました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

　短期借入金の返済による支出が100,000千円減少したことなどにより、財務活動によるキャッシュ・フ

ローは前年同四半期と比べて支出が112,317千円減少し、91,217千円の収入となりました。 

 

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第1四半期会計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

　

（5）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第1四半期会計期間において、主要な設備の重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第1四半期会計期間において、前事業年度末に計画中であった重要な設備の新設、除却等について、重

要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

また、当第1四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 23,000,000

計 23,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年2月28日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年4月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 5,856,400 5,856,400
大阪証券取引所 

（ＪＡＳＤＡＱ市場）
単元株式数
　1,000株

計 5,856,400 5,856,400 ― ―

（注）第1四半期会計期間末現在の上場金融商品取引所は、ジャスダック証券取引所であります。 

　　  　なお、ジャスダック証券取引所は、平成22年４月１日付で大阪証券取引所と合併しておりま

  　　  すので、同日以降の上場金融商品取引所は、大阪証券取引所であります。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年12月1日～
平成22年2月28日

- 5,856,400 - 3,455,000 - 3,363,010

　

(5) 【大株主の状況】

当第1四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成21年11月30日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成21年11月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式　41,000

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式5,715,000 5,715 同上

単元未満株式 普通株式　100,400 ― 同上

発行済株式総数 5,856,400― ―

総株主の議決権 ― 5,715 ―

(注)　「単元未満株式」の中には当社所有の自己株式709株が含まれております。

　

　

② 【自己株式等】

　 　 平成21年11月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社
ホテル、ニューグランド

横浜市中区山下町10 41,000 - 41,000 0.70

計 ― 41,000 - 41,000 0.70

(注)　当第1四半期会計期間末日現在の当社所有の自己株式数は41,789株であります。

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
12月

平成22年　
　1月

平成22年
2月

最高(円) 356 370 360

最低(円) 347 350 340

(注)株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。　

 　なお、ジャスダック証券取引所は、平成22年４月１日付で大阪証券取引所と合併しました。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

　なお、前第1四半期累計期間（平成20年12月1日から平成21年2月28日まで）は、改正前の四半期財務諸表等

規則に基づき、当第1四半期会計期間（平成21年12月1日から平成22年2月28日まで）及び当第1四半期累計

期間（平成21年12月1日から平成22年2月28日まで）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成し

ております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第1四半期累計期間（平成20年12月1日か

ら平成21年2月28日まで）に係る四半期財務諸表について、また当第1四半期会計期間（平成21年12月1日か

ら平成22年2月28日まで）及び当第１四半期累計期間(平成21年12月1日から平成22年2月28日まで)に係る

四半期財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。

　

３　四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

当第１四半期会計期間末
(平成22年2月28日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 559,582 671,933

売掛金 205,181 257,314

原材料及び貯蔵品 82,963 80,360

繰延税金資産 36,395 26,810

その他 32,241 31,996

貸倒引当金 △430 △540

流動資産合計 915,934 1,067,874

固定資産

有形固定資産

建物 9,128,305 9,126,787

減価償却累計額 △3,021,936 △2,978,266

建物（純額） 6,106,368 6,148,521

土地 2,975,845 2,975,845

その他 6,478,898 6,467,932

減価償却累計額 △5,341,097 △5,269,942

その他（純額） 1,137,801 1,197,989

有形固定資産合計 10,220,016 10,322,357

無形固定資産 62,297 63,519

投資その他の資産 199,299 196,458

固定資産合計 10,481,612 10,582,334

繰延資産 － 200

資産合計 11,397,547 11,650,409
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(単位：千円)

当第１四半期会計期間末
(平成22年2月28日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年11月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 288,257 421,835

短期借入金 570,000 450,000

1年内償還予定の社債 60,000 60,000

1年内返済予定の長期借入金 32,500 32,500

未払法人税等 22,054 65,519

未払賞与 59,800 105,400

前受金 119,313 178,930

ポイント引当金 2,502 －

その他 215,196 252,055

流動負債合計 1,369,625 1,566,241

固定負債

退職給付引当金 639,070 653,479

役員退職慰労引当金 123,242 120,487

繰延税金負債 207,384 205,143

再評価に係る繰延税金負債 668,704 668,704

その他 294,844 294,844

固定負債合計 1,933,246 1,942,658

負債合計 3,302,872 3,508,899

純資産の部

株主資本

資本金 3,455,000 3,455,000

資本剰余金 3,363,010 3,363,010

利益剰余金 864,082 912,897

自己株式 △21,463 △21,435

株主資本合計 7,660,628 7,709,472

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1,947 △61

土地再評価差額金 432,098 432,098

評価・換算差額等合計 434,045 432,037

純資産合計 8,094,674 8,141,509

負債純資産合計 11,397,547 11,650,409
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(2)【四半期損益計算書】
　【第１四半期累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期累計期間
(自 平成20年12月１日
 至 平成21年2月28日)

当第１四半期累計期間
(自 平成21年12月１日
 至 平成22年2月28日)

売上高 ※1
 1,317,990

※1
 1,319,393

売上原価 428,993 446,222

売上総利益 888,996 873,170

販売費及び一般管理費 ※2
 924,343

※2
 895,246

営業損失（△） △35,347 △22,075

営業外収益

受取利息 107 63

受取配当金 582 583

その他 84 110

営業外収益合計 774 757

営業外費用

社債利息 475 182

支払利息 2,780 2,068

その他 200 760

営業外費用合計 3,455 3,012

経常損失（△） △38,028 △24,329

特別損失

有形固定資産除却損 427 665

投資有価証券評価損 46,695 －

過年度ポイント引当金繰入額 － 2,513

特別損失合計 47,123 3,178

税引前四半期純損失（△） △85,151 △27,508

法人税、住民税及び事業税 950 950

法人税等調整額 △32,841 △8,717

法人税等合計 △31,891 △7,767

四半期純損失（△） △53,260 △19,741
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第１四半期累計期間
(自 平成20年12月１日
 至 平成21年2月28日)

当第１四半期累計期間
(自 平成21年12月１日
 至 平成22年2月28日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

営業収入 1,405,176 1,334,254

原材料又は商品の仕入れによる支出 △636,679 △599,562

人件費の支出 △477,186 △510,619

その他の営業支出 △427,849 △367,790

小計 △136,538 △143,717

利息及び配当金の受取額 689 647

利息の支払額 △3,033 △2,228

法人税等の支払額 △95,290 △39,074

営業活動によるキャッシュ・フロー △234,172 △184,372

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △79,455 △19,195

投資活動によるキャッシュ・フロー △79,455 △19,195

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 200,000 200,000

短期借入金の返済による支出 △180,000 △80,000

配当金の支払額 △40,521 △28,193

その他 △579 △589

財務活動によるキャッシュ・フロー △21,100 91,217

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △334,727 △112,350

現金及び現金同等物の期首残高 718,761 671,933

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 384,033

※
 559,582
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【継続企業の前提に関する事項】

当第１四半期会計期間(自　平成21年12月1日　至　平成22年2月28日)

該当事項はありません。

　

【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第１四半期会計期間
(自　平成21年12月1日　至　平成22年2月28日)

　ポイント引当金

当社のクラブ会員に対して付与したポイントについては、従来ポイントをホテル利用券に交換した時に費用

処理していましたが、当第1四半期会計期間より、ポイントの発行ベース（発生主義）により費用計上する方法

に変更しました。 

　この変更は、ポイントの失効制度を明確にすることにより有効期間の正確な管理が可能になったことに伴い、

有効ポイント残高及び将来の使用割合を合理的に見積もれるようになったことから、ポイント制について発生

主義の会計慣行が進展しつつあることを考慮し、財務内容の健全化と期間損益の一層の適正化を目的として

行ったものであります。 

　この変更により、従来と同一の方法によった場合と比較して、営業損失及び経常損失はそれぞれ10千円減少し、

税引前四半期純損失が2,502千円増加しております。 

　

【簡便な会計処理】

　
当第１四半期会計期間

(自　平成21年12月1日　至　平成22年2月28日)

　繰延税金資産の回収可能性の判断

繰延税金資産の回収可能性の判断につきましては、前事業年度末以降の経営環境等に著しい変化が生じてお

らず、かつ一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前事業年度末において使用した将来の

業績予想やタックス・プランニングを利用する方法によっております。

　

【四半期財務諸表の作成に特有の会計処理】

　　当第1四半期会計期間（自　平成21年12月1日　至　平成22年2月28日）

　　　該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期損益計算書関係)

第１四半期累計期間

　
前第１四半期累計期間
(自　平成20年12月1日 
 至　平成21年2月28日)

当第１四半期累計期間
(自　平成21年12月1日 
 至　平成22年2月28日)

※1　当社が営むホテル業は、第4四半期に宴会(婚礼）
     需要が強く、売上高が多く計上される傾向があり
     ます。
 

※2　販売費及び一般管理費の主なもの

　　人　件　費　　　　　　　　　　378,202千円
　　退職給付費用　　　　　　　　　 28,929千円
　　役員退職慰労引当金繰入額　　 　 2,745千円
　　減価償却費　　　　　　　　　　116,291千円
　　水道光熱費　　　　　　       　71,681千円
　　業務委託費                     65,551千円
　　販売手数料　　　　　　         45,567千円

※1　当社が営むホテル業は、第4四半期に宴会(婚礼）
     需要が強く、売上高が多く計上される傾向があり
     ます。
 
※2　販売費及び一般管理費の主なもの
　　人　件　費　　　　　　　　　　377,295千円
　　退職給付費用　　　　　　　　　 27,423千円
　　役員退職慰労引当金繰入額　　 　 2,754千円
　　減価償却費　　　　　　　　　　116,408千円
　　水道光熱費　　　　　　       　57,809千円
　　業務委託費                     66,176千円
　　販売手数料　　　　　　         43,908千円

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第１四半期累計期間
(自　平成20年12月1日 
 至　平成21年2月28日)

当第１四半期累計期間
(自　平成21年12月1日 
 至　平成22年2月28日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 384,033千円

現金及び現金同等物 384,033千円
 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係　

現金及び預金勘定 559,582千円

現金及び現金同等物 559,582千円
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(株主資本等関係)

当第１四半期会計期間末（平成22年2月28日）及び当第1四半期累計期間(自　平成21年12月1日　至　平成22

年2月28日)

１　発行済株式の種類及び総数に関する事項

株式の種類 当第１四半期会計期間末

普通株式(株) 5,856,400

　

２　自己株式の種類及び総数に関する事項

株式の種類 当第１四半期会計期間末

普通株式(株) 41,789

　

３　新株予約権等に関する事項

　　該当事項はありません。

　
４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年2月25日
定時株主総会

普通株式 29,073 5.00平成21年11月30日 平成22年2月26日 利益剰余金

　
　(2) 基準日が当事業年度の開始の日から当四半期会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日

が当四半期会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

　　　株主資本の金額は、前事業年度末と比較して著しい変動がありません。

　

(有価証券関係)

その他有価証券の四半期貸借対照表計上額は、前事業年度末と比較して著しい変動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

当四半期会計期間末において、取引残高がないため、該当事項はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。
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(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　

(持分法損益等)

関連会社がないため、該当事項はありません。

　

(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第１四半期会計期間末
(平成22年2月28日)

前事業年度末
(平成21年11月30日)

　 　

　 1,392円13銭
　

　 　

　 1,400円16銭
　

　

２　１株当たり四半期純損失

　
前第１四半期累計期間
(自　平成20年12月1日 
 至　平成21年2月28日)

当第１四半期累計期間
(自　平成21年12月1日 
 至　平成22年2月28日)

１株当たり四半期純損失（△） △9円16銭
　

１株当たり四半期純損失（△） △3円40銭

　

(注)　1　潜在株式調整後1株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　  2　１株当たり四半期純損失の算定上の基礎

　

項目
前第１四半期累計期間
(自　平成20年12月1日 
 至　平成21年2月28日)

当第１四半期累計期間
(自　平成21年12月1日 
 至　平成22年2月28日)

四半期損益計算書上の四半期純損失（△）(千円) △ 53,260 △ 19,741

普通株式に係る四半期純損失（△）(千円) △ 53,260 △ 19,741

普通株主に帰属しない金額(千円) - -

普通株式の期中平均株式数(株) 5,817,063 5,814,611

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年4月10日

株式会社ホテル、ニューグランド

取締役会　御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任
社員
業務執行社員

　 公認会計士　　鈴　　木　　義　　則　　印

　

指定有限責任
社員
業務執行社員

　 公認会計士　　安　　田　　弘　　幸　　印

　

　 　 　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ホテル、ニューグランドの平成20年12月1日から平成21年11月30日までの第132期事業年度の第１四半期

累計期間(平成20年12月1日から平成21年2月28日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、

四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務

諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明す

ることにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ホテル、ニューグランドの平成21年2月28日現

在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を

適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成22年4月13日

株式会社ホテル、ニューグランド

取締役会　御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任
社員
業務執行社員

　 公認会計士　　鈴　　木　　義　　則　　印

　

指定有限責任
社員
業務執行社員

　 公認会計士　　安　　田　　弘　　幸　　印

　

　 　 　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ホテル、ニューグランドの平成21年12月1日から平成22年11月30日までの第133期事業年度の第１四半期

会計期間（平成21年12月1日から平成22年2月28日まで）及び第１四半期累計期間(平成21年12月1日から平成

22年2月28日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッ

シュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監

査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ホテル、ニューグランドの平成22年2月28日現

在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を

適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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